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The way of lectures in junior college  
in the open admission era（１） 
－ What does the practice of student evaluation and interactive 

















2007 年 9 月、中央教育審議会が「学士力（仮称）」の素案をまとめた。これは大学卒
業までに学生が最低限身につけなければならない能力とされるものであり、「知識」「技
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被験者は平成 19 年度前期に私立短期大学にて筆者の講義を受講した 3 科目 4 クラス
の学生 139 名である。 
表 1 平成 19 年度前期 講義における双方向性コミュニケーションに関する取り組み 
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（２） 材料と手続き 






評定でおこなった。質問の詳細は表 2 のとおりである。 
なお、講義評価は藤田 15）、受講態度は牧野 12）、感想文・感想まとめプリント・そら
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（4） 感想に何を書いてよいかわからなかった  
（5） 感想を書くことで自分の悩みが打ち明けられた  
（6） 感想プリントのイラストで季節を感じられた  
（7） 返事を読むのが楽しみだった  



















（5） 他の受講生の感じ方を知ることができた  
（6） 教師（岩田）がきちんと感想を読み、検討して
いることがわかった  





（10） 教師（岩田）の熱意が伝わった  
 
５．そらのいろ  
（1） 毎回すべて読んでいた  
（2） 読むのが楽しみだった  
（3） 教師（岩田）のことが身近に感じられた  










（1） 説明や指示は明瞭で聞き取りやすかった  
（2） 説明や指示はわかりやすかった（よく理解できた） 
（3） 板書はわかりやすかった  
（4） 重要なところを強調してくれた  
（5） 学習の目標がはっきりと示されていた  
（6） 学生が質問や意見を述べられるよう配慮されてい
た  
（7） 質問や発言に対して満足する対応がなされていた  
（8） 学生の反応や理解度を把握して授業を進めていた  
（9） 小テストや課題提出などで学生の到達度がはから
れた  
（10） 教師は十分な準備をし、意欲的に進めていた  
（11） 理解を助けるために視聴覚教材が適切に用いられ
た  
（12） 配布資料の使い方は効果的であった  
（13） この授業の 1 時間あたりの情報量は適切であった  
（14） 私語や遅刻への対処など、教室内での学習する雰
囲気が保たれていた  
（15） 授業から触発されることが多かった  
（16） 授業の内容は興味・関心の持てるものであった  
（17） この授業は将来役に立つと思う  
（18） この授業を受けてよかったと思う  
（19） 授業を受ける前と比べて、現在新たな知識や技術
が得られたと感じる  
（20） この授業を受けて勉強の仕方を学べた  
（21） この授業を受けて生き方について考えた  
（22） この授業を受けてマナーを学べた  
（23） この授業を受けて保育者になろうという意欲が増
した  
（24） この授業の総合評価はよい  
 
２．受講態度  
（1） 私はこの授業にまじめに出席した  
（2） 私はこの授業の予習を熱心にした  
（3） 私はこの授業の復習を熱心にした  
（4） 私はこの授業で私語をしないよう気をつけた  
（5） 私はこの授業で内職をしないよう気をつけた  
（6） 私の受講態度の総合評価はよい  
 
３．感想文  
(1) 感想を書くのが好きだった  
(2) 感想を書くのが大変であった  
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